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はじめに
初期中世ローマは帝政末期の混乱やゲルマン諸族
との折衝，東ローマ帝国の圧力への対応，布教と教
会組織の運営などの課題に対処しながら数々の教会
堂を建立し，モザイクや壁画，浮彫などで壮麗な建
築空間を作り上げた。その後，ルネサンスやバロッ
クの都市として大きく発展していくが，西ローマ帝
国崩壊後は，都心も郊外もかなり荒廃した。帝政期
に比べて都市の規模は縮小するが，ローマ教会は新
たな教会堂を建立して教会組織の拠点作りに没頭し
た。
初期中世のローマ美術は，同時期の西欧美術とは
分けてとらえられるのが一般的で，他地域の美術を
リードする模範や原型を提供する役割を担っている
とされてきた。またローマ教会が東ローマ帝国の文
化を西欧に普及させる交流の担い手であったことも
重要であろう。同時にフランク王国と東ローマ帝国
の狭間でローマはモザイクのような独自の技法を発
展させ，初期ビザンティンのイコンや聖遺物容器な
ど，さまざまな美術作品がコレクションされている。
ローマは現在もカトリック教会の中心であり，多く
の巡礼が訪れる宗教都市である。本稿は，ラテン世
界の中心でありながら，他の地域とは一線を画す中
世ローマの美術につて，近年いかなる視点から検討
されてきたかを展望する。鍵となるトピックとして，
イコンと聖人或いは聖遺物崇敬に特に着目する。
１ 展覧会とガイドブック
西暦2000年前後に，ローマで多数の展覧会が開
催され，各国研究所において活発に研究集会が開か
れたことは，記憶に新しい。聖年を記念したこれら
の催しは，ローマにおける中世美術の展開を改めて
とらえ直し，21世紀に向けて諸研究を再度編纂す
る試みであったといえる。同時に，ローマを訪れる
一般の観光客や，歴史ある諸教会堂の参拝者，巡礼
者に対し，従来よりも教会堂建築や諸美術作品を理
解してもらうような書籍の刊行も盛んである。
2000年夏，ローマのカンチェレリア宮殿で2つ
の展覧会が開催された。まず福音書写本を中心とし
た・CodiceB-IVangelideipopoli・は，ヴァティ
カン図書館のコレクションを中心に，初期キリスト
教時代から近世に至る福音書の歴史をたどっていた。
オリジナルの写本とファクシミリを組み合わせたラ
インアップは，聖書学，書誌学，写本学的な関心に
も応え，また東西中世写本彩飾の展開を余すところ
なく示していた。会場はほぼ一部屋であったが，内
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容の充実ぶりは，展覧会カタログの記載に明らかで
ある1。なおこの展覧会を日本で再現したのが，
2002年の印刷博物館開館特別展「ヴァチカン教皇
庁図書館展 :書物の誕生 :写本から印刷へ」であ
る2。
一方，・PietroePaolo・は，キリスト教ローマの
基盤を築いた使徒ペテロとパウロをあらわした初期
キリスト教美術作品を集めた内容である。石彫，石
棺，象牙，金工，金彩ガラスから旧サン・ピエトロ
教会堂の壁画模写に至る，多彩な作例に，両使徒の
功績や姿が繰り返し表現されていることが分かる3。
紹介されている作品は，既によく知られているもの
が多いが，ペテロとパウロに焦点を当てることで，
ローマにおけるキリスト教美術の確立に改めて注目
させている。これは1980年代から1990年代にかけ
て集中的に発表されたH.L.ケスラーの初期キリス
ト教ローマ美術に関する論考とも通じる傾向であ
る4。
さらに2000年12月から開催された ・IlVoltodi
Cristo・展は，マンディリオン，聖顔と呼ばれる
「人の手によらない」奇跡的なイコンとその複製を
集めた展覧会であった5。イコンはビザンティン美
術並びに東方正教を象徴するが，ラテン世界の中で
とりわけローマにおいて,イコン崇敬が実施されて
いた。現在でもサンタ・マリア・イン・トラステー
ヴェレ教会堂のように内陣にイコンを掲げて，信徒
が祈りを捧げている姿を目にすることができる。イ
コンは中世ローマにおいて，大変重要な意味を持っ
ている。展覧会カタログは，7つのセクションそれ
ぞれに第一線の研究者による論文を掲載し，関連す
る作品のカタログが続いている6。展覧会を見学し
た際，展示作品のラインアップを良く理解すること
ができなかった。6世紀のイコン，11世紀ビザンティ
ンのコスマス写本，マンディリオンとそのコピー，
13世紀イングランドの黙示録写本，さらに近世の
キリスト像絵画や版画類を一つにまとめるテーマが
理解しにくかった。珍しい作品を実見できることに
ひたすら満足した記憶がある。しかし改めてカタロ
グを眺めると，ここに集められているのがキリスト
を描写したものと言うよりは，キリストに接触して
成立した像およびその複製であることに気づかされ
る。それは視覚が意識的に捕らえた像ではなく，鏡
などに映し出された姿の痕跡と考えられる。この点
について，のちに詳しく検討する。
ローマには，コロッセオのようなローマ帝国時代
から17世紀バロックに至る数々のモニュメントが
建ち並んでいる。連日，多くの観光客が訪れるが，
見学のし易さや解説パネルなどの整備は十分とは言
えなかった。21世紀を迎え，あまり知られていな
い教会堂にも，解説パネルが設置されるようになり，
実地調査もやりやすくなった。ただ写真撮影に対し，
許可しなくなった場所もある。サン・クレメンテは
地上階も地下聖堂も禁止となり，非常に残念である。
ナヴォナ広場のように長期にわたって修復が行われ
ていた場所が，完全に覆いを取った姿で見られるよ
うになったのはここ数年のことである。
見学に必要となるのが，充実したガイドブックで
ある。これまでイタリアの研究者による総説と美し
い図版が集められた書物が多かったが，本格的研究
の出版も活発である。ブランデンブルグが2005年
に出版した『AncientChurchesofRome』は，ロー
マ市内の初期キリスト教時代に建立された教会堂の
総覧で，現存する事例の図版と平面図，資料図版を
編纂している7。本書は先端的な研究と言うよりは，
資料集と呼ぶにふさわしい。ソフトカバー1冊に
まとめられているので，ローマの教会について手軽
に参照できる。また掲載されている図版の質が高く，
ぜひ現地でモニュメントを見たいと思わせる力があ
る。
観光における美術鑑賞は，作品の背景を知ること
で，より充実した体験になる。M.サンデルは，ロー
マのモザイクを巡るエッサイで，6世紀，9世紀，
12世紀の主要な教会堂，すなわちサンタ･マリア・
マジョーレ，サンタ･プラッセーデ，サン・クレメ
ンテなどを紹介している8。本書は専門書ではない
が，より知的な観光を実現させるために，中世美術
史の理解がどのように必要であるかを良く示してい
る。
展覧会や聖年の儀式は，例年以上に多くの人々を
ローマに向かわせたであろう。彼らはかつて巡礼た
ちが行ったように，聖顔を見つめ，崇敬する。
２ 研究集会
2000年には，中世美術史の研究集会が盛んにロー
マで開催された。既にあげた展覧会に関連するもの
の他に，献呈論集，大規模な研究集会の成果を編纂
したもの，そしてテーマを絞った研究集会それぞれ
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が，興味深い内容で刊行されている。
研究論集『初期中世のローマ』は，1998年に中
世史学者D.A.バーロウの70歳を記念してセント･
アンドリューズで行われた研究集会の成果である9。
初期中世ローマの歴史，美術史，考古学，教会史な
どの専門家がバーロウのもとに集い，古代末期から
初期中世のローマとラテン世界をめぐる論考を発表
している。アルジェンティは古代ローマの中心であっ
たパラティノ丘が，中世ローマの権力に踏襲された
事実を示し，場の伝統を指摘した10。ノーブルは中
世ローマにおける手工業生産の実態を精査し，都市
の経済基盤を明らかにしようと試みた11。スミスは
ローマに由来する聖遺物が，フランク王国でいかに
受容されたかをたどった12。
2000年9月にローマで開催された研究集会『都
市の教会（Ecclesiaeurbis）』の論文集は，全3巻
に90編の論文が収録されている13。全18セッショ
ンの冒頭は，1994年に没した中世ローマ建築史の
第一人者R.クラウトハイマーに捧げられている。
第1巻では地誌と教会堂造営，2巻では建築，3巻
では彫刻と教会堂装飾が論じられている。イタリア
の研究者が多いため，実地調査に基づく研究が目立
つ。ローマを代表するモニュメントが網羅されてい
るが，8世紀から9世紀の教会堂装飾は含まれてい
ない。第1巻は概論やトポグラフィー，第2巻は建
築や修復，そして第3巻に彫刻，壁画，モザイクお
よび図像に関する論文が集められている。取り上げ
られたモニュメントとして，サンタ･サビーナ14，
サンタ・プデンツィアーナ15，サンタ・マリア・ア
ンティークァ等である16。
特定のテーマに絞った研究集会として，2000年
にローマ英国研究所で行われた，サンタ・マリア・
アンティークァ研究集会（SantaMariaAntiquaal
ForoRomanocentoannidopo）・がある17。この
初期中世の教会堂がフォロロマーノで発見されてか
ら100年が経過したことを記念し，長年研究に従事
してきたP.J.ノルドハーゲンをはじめ，各国の研
究者たちの論文が集められている。このモニュメン
トは見学の機会が少なく，限られたカラー図版とモ
ノクロ図版と描き起こしで確認しなければならなかっ
た。本書に掲載されている図版は，さらなる理解の
助けとなっている。研究者の顔ぶれは国際的で，ブ
レンクはギリシャ系教皇による造営事業について論
じ18，ニルゲンはサンタ・マリア・アンティークァ
の磔刑像と凱旋門型アーチの伝統を紹介した19。最
後にノルドハーゲンが40年従事してきた調査研究
を回顧し，壁画の修復について見解を述べている20。
2001年にスポレートで開催された初期中世研究
集会｢東方と西欧の間のローマ｣21において，H.L.
ケスラーはカロリング美術にユダヤ的な要素とフラ
ンク的な要素を見いだし，ローマの初期中世美術の
意味を探求した22。アンダローロとヴォルフはそれ
ぞれローマで崇敬されてきた聖母イコンを取り上げ
た23。
イタリア以外の研究者が中心となって開催された
中世ローマに関する研究集会は，・RomaFelix・に
まとめられている24。本書はカラマズーとリーズ
（2003）およびマイアミ（2005）での成果14編を収
録している。建築史，教会史等の研究者が中世ロー
マを検討し，キリスト教都市ローマの形成や，西欧
の周縁に位置するブリテン諸島とローマの関係に注
目している。
このように，2000年を境に中世ローマ研究に活
気が認められる。また中世ローマ美術のモノグラフ
も相次いで出版されている。教皇パスカリス1世
（817-824）の教会堂建設や聖遺物荘厳について，
ヴィスキルヒェン，テューノ，グッドサンがそれぞ
れモノグラフを出版した25。
３ ローマと聖顔，イコン崇敬
既に触れた2000年の・IlVoltodiCristo・で，ロー
マにおける聖顔すなわちキリストの顔が集められて
いた。集められた作例は初期キリスト教時代から近
代まで幅広く，印刷物も含まれていた。ローマには
ギリシャ系修道院が建立され，イコン普及の拠点と
なった。既に1988年にローマで特に崇敬を集めて
いた聖母イコンの展覧会が開かれている26。キリス
トの聖顔イコンは，人の手によらない奇蹟のイコン
として現在でも多くの人が参拝する。ラテラノ宮殿
に近いサンタ・スカラ教会堂サンクタ・サンクトー
ルムでは熱心な信徒が膝で階段を上りイコンの安置
されている上階へ向かう。この聖顔は繰り返しコピー
され，各地で崇敬されてきた。サンクタ・サンクトー
ルムの聖顔自体，原本を忠実に写したものと考えら
れている。
ローマの聖顔イコンに注目が集まるようになった
背景には，H.L.ケスラーの精力的な研究活動があ
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る。ケスラーは初期中世美術におけるローマの重要
性を，旧サン・ピエトロ聖堂壁画旧約・新約サイク
ル（17世紀のデッサンが現存）に求めた27。これと
並行してケスラーは，キリスト教美術が聖なる存在
を聖画像で描出する経緯を，ビザンティンと西欧双
方に着目して探求している。特にキリストの顔に接
触した素材に転写された「人の手によらないイコン」
は，東方起源とされるが，ローマにもたらされ，マ
ンティリオン，或いはヴェロニカと称され，無数の
複製を生み出し，非常に崇敬された。ケスラーは一
連の論文をまとめて，中世における聖画像をめぐる
問題を深く掘り下げた28。
本書に収められた8点の論文の中で，聖像論や
イコン崇拝に関連するものは4件である。1993年
に発表された「議論としての中世美術」29の冒頭で，
アレクサンドリアのキュリロスやヨハネス・クリュ
ソストモスの言説と『ヘブライ人への手紙』が，旧
約と新約が影／像，下絵素描／仕上げ彩色と見なさ
れ，キリスト教が美術に肯定的であったことを示唆
した。イメージが言葉をしのぐと解され，聖像論争
の際，聖像擁護の強力な武器となった。ケスラーは，
アンティオキアのコンスタンティヌス（インド航海
者コスマス）著『キリスト教地誌』挿絵が，「キリス
トの再臨」，「タバナクル」に影／像の対比を巧みに
描出していることを解き明かした。さらに聖顔を至
聖所の幕との類似から検討し，キリストの到来によっ
て旧約の覆いが除かれ，信徒が神を直視するという
註解を，キリスト教美術の基盤と見なした。
ケスラーは既に1996年に聖顔イコンをテーマと
した研究集会をヴォルフとともに組織し，その成果
を1998年に刊行した30。そこに収録された「不可
視の形状:聖顔の複製と写し」31は，イコンをめぐる
神学的議論を紹介し，キリストの顔を転写したとさ
れるマンディリオンの由来をアブガロス伝説にたどっ
た。ケスラーが強調したのは，マンディリオンが接
触によって成立し，人間の手が関与していない点で
ある。アブガロス王の求めに応じて，キリストは手
ぬぐいに顔を押しつけ，スタンプのようにその肖像
を布上に残した。これは画家の筆或いは人の手によ
らない奇跡的な聖画像である。さらにマンディリオ
ンの触れた陶片にキリストの顔が転写されたケラミ
オンは，その写しを教会堂装飾に見いだすことがで
きる。イコノクラスム（聖像論争）の焦点は，イコ
ンが単なる物質にすぎず偶像に等しいとする聖像破
壊論と，イコンは聖なる存在との物理的接触によっ
て聖性を付与されたとする聖像擁護論の対立である。
ここではビザンティンの事例が中心で，ローマに関
しては聖顔イコンに触れるのみである。しかしイコ
ンと原型の関係を丹念に整理し，中世美術における
不可視の存在を可視化するメカニズムを明らかにし
ている点が重要である。なおケスラーは1997年か
ら98年に聖像論争の鍵とも言うべきモーセの第二
戒について，ビザンティンの見解を丹念にたどり，
9-12世紀の作例を検討した32。また2000年には説
話サイクルにおけるイコン的表現について，ドゥー
ラ・エウロポス（3世紀）からジオット（13世紀）に
至る幅広い事例を展望した33。
通常のキリスト像は少し離れた位置から捉えられ
ているので，中世美術ではあるが，観者と同じ空間
にいるような印象を与える。物語の一場面を見るよ
うに，日常の視覚体験とほぼ同じである。しかし聖
顔イコンはキリストの顔が布や陶片に転写された画
像（の写し）であるため，扁平に見えている。また
背景の描写はなく，観者は聖顔を比較的近距離から
直視するように誘導されている。聖顔のまっすぐな
視線は，観者のまなざしを捉え，その内面を透過す
るかのごとき強さを秘めている。これは顔と顔，目と
目を合わせた状態を実感させる装置と言えるだろう。
木俣元一氏が詳細に検討している13世紀イング
ランド写本挿絵にコピーされたヴェロニカは，13
世紀初頭に教皇イノケンティウス3世の主導で盛
んになったヴェロニカ信仰の表れであることが明ら
かになった34。
聖顔イコンがローマ社会で果たした役割について，
ノレーンはラテラノ地区のサンティッシモ・サルバ
トーレ同信会の形成を丹念に検討し，サンクタ・サ
ンクトールム聖顔イコンとサン・ジョヴァンニ・イ
ン・ラテラノ聖堂アプシスの聖顔がいかに広く知ら
れていったかを示した。そして12世紀以降，同信
会がラテラノの真のキリスト像崇敬を振興させたこ
とをたどった35。
ローマにはイコノクラスム以前に制作された聖母
イコンが崇敬を集め，その写しも多数制作されてき
た。聖母図像研究は長い伝統を持ち，特にローマで
は聖母崇拝の高まりを反映するさまざまな図像表現
が登場してきたことは，改めて述べるまでもない36。
被昇天の典礼で，ラテラノ宮からキリストの聖顔イ
コンが行列してサンタ・マリア・マジョーレの「ロー
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マ救済の聖母」イコンを訪れる。サンタ・マリア・
イン・トラステーヴェレや，サンタ・マリア・マジョー
レのイコンについて，註17にあげたアンダローロ
とヴォルフの研究が比較的新しい。また2009年に
ヤコボネは，ローマにおける聖母図像成立の神学的
背景と，カタコンベ，石棺，教会同造営，モザイク，
壁画，イコンに現れた聖母像についてコンパクトに
まとめている37。ローマの聖母図像について，コン
パクトにまとまった手引きであり，レオ教皇の説教
を中心とした，テキストのアンソロジーが充実して
いる。なお2章で紹介したサンタ・マリア・アン
ティークァに見られる壁画イコンについて，別の機
会に取り上げたい。
中世以来，無数の人々が，ローマを訪れ，聖顔や
聖母イコンを崇敬した。彼らはその記念にバッジ，
小型のレプリカ，画像が印刷されたカードなどを現
地で買い求め，大切に持ち帰った。その一つ一つは
美術作品としての水準は高いとは言い難い。しかし
その流通量は膨大で，そこに込められた信徒たちの
熱意も，社会を活気づけていた。聖顔展カタログ後
半に，このようなイメージの例を見ることができる。
既に1989年にフリードバーグは，複製も含めた祈
念イメージが人の心情に働きかける機能と社会にお
ける意味を，中世後期以降のイタリアやドイツに広
がる巡礼グッズに探った38。本書に紹介された事例
は聖母像が多く，その原型がローマのサンタ・マリ
ア・マジョーレ型聖のイコンに求められる。美術作
品としての質よりも向き合った人の内面や社会との
関わりに焦点を当てる姿勢は，1990年前後に登場
した「ニュー・アート・ヒストリー」の特徴である。
そしてこの視覚文化論的な流れは，イコンの受容や
聖遺物崇拝の研究に新たな展開をもたらしている。
社会におけるアートの働きは，従来の美術史研究で
は対象とされなかった事例に注目を促す。
４ 聖人の都ローマ
2010年から2011年にクリーブランド，ボルティ
モア，ロンドンを巡回した展覧会「天の宝（Treasures
oftheHeaven）」は，聖遺物崇敬にまつわる美術
を集め，初期キリスト教から東西中世，そして近世
にいたる充実した内容であった39。筆者は大英博物
館で見学して，時代順に選りすぐられた作品群を前
にして，しばしば立ち止まった。最後には「現代の
聖人崇敬」とも言うべきセレブリティたちの顔が次々
と投影されていた。エルヴィス・プレスリー，ダイ
アナ妃，マイケル・ジャクソンなど物故者が目立つ。
彼らの身につけた衣装や愛用の品は，高額で落札さ
れて話題になることが珍しくない。それは熱心なファ
ンにとっては，「聖遺物」であろう。一見場違いの
映像は，展覧会の意味を見る人に共感を持って理解
させてくれる。
聖遺物とは，キリストや聖母，使徒，聖人の残し
たものであり，身体の一部から衣服や道具，接触し
た物質など多岐にわたる。2009年に秋山聡氏が聖
遺物崇敬に関するモノグラフを出版され，聖遺物と
聖遺物容器に対する理解を大いに助けている40。聖
遺物の崇敬は奇跡を起こす効力に負うところが大き
いが，キリストと聖母は格別重要視される。両者は
昇天したため，この世に遺体を残していない｡従っ
て衣服や用具，接触したものが聖遺物となる。特に
キリストは，受難具や聖血とともに真の十字架の断
片が最も重要な聖遺物とされた。十字架となった樹
木を主人公とする「聖十字架伝説」は『黄金伝説』
に収録され，ピエロ・デラ・フランチェスカ作の壁
画がアレッツォに残されている。
真の十字架はまずビザンティン世界で崇敬を集め，
おびただしい数の十字架片が生み出されていった。
十字架型や受難伝図像を伴った容器に収められ，教
会の宝として大切に扱われた。やがて真の十字架の
遺物は4世紀にローマにもたらされ，教皇パスカ
リス I（在位817-824）がラテラノ宮に設けられた
サンクタ・サンクトールム（至聖所）に聖十字架遺
物を納めた41。
パスカリスが奉納した聖十字架の遺物は，エマイ
ユの十字架型聖遺物箱とそれを収納する長方形の銀
箱，十字形銀箱と宝石十字架からなる。銀箱のふた
と側面には，キリストの生涯が打ち出し式浮彫であ
らわされている。2002年にトゥーノが刊行したモ
ノグラフは，この聖遺物容器群を装飾するキリスト
伝図像を検討して全体のプログラムを呈示して，9
世紀初頭のローマの教会堂装飾刷新を再検討した42。
聖十字架は，地上に残されたキリスト受難の最も重
要な証である。そのため聖遺物容器は十字架をかた
どったり，受難伝図像を伴う場合が多かった。パス
カリスの宝物の十字形銀箱には受難と復活の場面が
浮き彫りされ，この伝統を継承している。さらにエ
マイユの十字架にはキリスト幼児伝と洗礼の場面替
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描かれている。ここに受難の前提となる受肉が描出
され，宝物全体で贖罪論を構築するプログラムを成
している。9世紀初頭は贖罪論が図像生成や造形活
動に積極的に取り入れられ始めた時期であり，2001
年にシャゼルがモノグラフで明らかにしたように，
活発な神学的著述と大胆かつ多様な図像の実験が繰
り広げられた43。しかも聖十字架の断片は。キリス
トの贖罪のための死をもっとも雄弁に証している。
さらに既に触れたパスカリスの宝物が安置されたの
は，ラテラノのサンクタ・サンクトールム，すなわ
ち至聖所である。至聖所とは旧約でモーセが神から
授かった律法板等を収めた契約の櫃を安置するため
に幕屋内部に設置されたスペースであった。キリス
ト教では契約の櫃を聖体容器と見なし受難の時に神
殿の幕が破れ，その奥の至聖所は最後の審判後に実
現する天の王国を象徴すると考えられた44。トゥー
ノはパスカリスがサンクタ・サンクトールムに納め
たコレクションを丹念に検討し，パスカリスの宝物
が『ヘブライ人への手紙』10章19-20節に記された
キリストの贖罪による救済をあらわしていることを
導きだした45。
初期中世のローマは，西ヨーロッパ全域に膨大な
聖遺物を供給する都市であった。殉教者の遺体は郊
外の墓地に埋葬され，記念教会堂に祀られて信徒に
崇敬されていた。しかし西ローマ帝国崩壊後，社会
の混乱が広がり，都市ローマの規模も縮小され，郊
外の殉教者記念教会堂の存続が困難になってきた。
この事態を解消するために，7～8世紀のローマ教
皇たちは，都市の中に新たな教会堂を造営し，聖人
の遺骨を郊外の墓地から市内教会堂へ移し，巡礼地
ローマを確立した46。グッドソンは教皇による聖人
崇敬施設整備の過程を明らかにし，特にパスカリス
の活動を丹念に検討している47。聖人および聖遺物
崇敬の高まりとともに，ローマは歴代教皇の造営事
業によって聖地化のプロセスをたどった。新たな聖
人の遺体が「発見」され，聖人伝が紡ぎ出され，奇
蹟譚が流布する。ローマの主要な教会堂は，1000
件を越す聖遺物を祀り，多くの信徒を集めていた。
カロリング朝フランク王国は聖人や聖遺物崇敬に
積極的であり，さまざまな機会を使って多くの聖遺
物を収集し続けた。ローマから聖遺物を招来する手
続きはさまざまで，聖人が祀られている墓地礼拝堂
や祭壇から遺物を持ち出すことも珍しくなかった。
ソーが紹介したアインハルト『聖マルケリヌスとペ
トルスの聖遺物奉還』は，アインハルトがローマか
ら来た助祭から聖遺物を斡旋され，使者をローマに
派遣，聖遺物を聖人の墓から持ち出すが，仲介人は
最も重要な聖遺物をソワッソン司教ヒルドウィンに
横流しする。アインハルトは不正に気づき，聖マル
ケリヌスの遺物を所領のミヒャエルスベルクに奪還
する48。テキスト後半はこの聖遺物がもたらしたさ
まざまな奇蹟を記述して，その威力を証言している。
この例は奇蹟譚を含むものの無駄な脚色を廃して，
9世紀頃の聖遺物奉還の実態を伝えている。聖遺物
の供給地であるローマには，仲介業に携わる聖職者
が暗躍し，二重斡旋や横流し，窃盗などを行ってい
た。またローマからパヴィア，ストラスブール，アー
ヘンに聖遺物が到着すると，大勢の人々が集まり，
熱狂的にこれを迎えたと記され，聖遺物崇敬の高ま
りを伝えている。
なおアインハルトの文書にも，彼がローマから将
来した聖遺物をアーヘンの宮廷でルイ敬虔王や皇妃
が崇敬する場面が登場する。スミスの研究が示すよ
うに，ローマの聖遺物は西欧の絶え間ない熱意と努
力によって次々と送り出された。その結果ローマに
もたらされたのはおそらく治安維持と安全保障であ
ろう。ダットンが紹介している教皇レオ3世の誘拐
事件は，800年前後のローマの不穏な状況を物語っ
ている49。レオ3世は監禁から逃れ，パーデルボル
ンで799年にシャルルマーニュと会見した。ローマ
教会は聖遺物を供給することで，フランク王国の後
援を得ることができた。
ノーブルは2009年のモノグラフで聖像論争期の
ビザンティン，フランク，ローマ教会の聖像に対す
る主張を鮮やかに対比させた50。ビザンティンから
発せられた聖像禁止令に対し，テオドゥルフの『カ
ロリング文書』はイコンを人の手による偶像と見な
す厳しい態度を取った。一方歴代ローマ教皇は一貫
して聖像擁護の立場を取り，イコノクラスムから逃
れてきた修道士を積極的に受け入れた。イコン崇敬
に対する態度は，ローマ教会とフランク王国ではか
なり隔たりがあったことが示されている。確かにイ
コン崇敬は西欧世界になかなか浸透しなかった。聖
遺物崇敬において胸像や全身像の人型聖遺物容器が
盛んに制作されるが，これを偶像視することはなく，
むしろ顔を備えた聖遺物容器によって，参拝者の祈
りが聞き届けられるコミュニケーションが成り立っ
ていると推察できる。
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イコンと聖遺物はそれぞれビザンティン世界と西
欧を代表するかのように見なしがちであるが，バー
バーはイコンを聖なる存在との接触によって発生し
た二次的な聖遺物と考えている51。マンディリオン
やヴェロニカはキリストの顔に接触して発生した転
写のコピーであるので，特にこの範疇に当てはまる
だろう。イコンも聖遺物もキリストや聖人がかつて
この世で活動した証と考えれば，東西に偏らない普
遍的価値を持つものであろう。そしてローマはイコ
ンと聖遺物の双方を大切に守り西欧に普及させる源
であったと言えるだろう。
おわりに
本稿は，近年のローマ初期中世美術の研究動向を，
特に聖像論と聖人・聖遺物崇敬を中心に展望した。
聖像と聖遺物はローマに限らず近年の関心を集める
トピックであることは，「聖なるものの再現」をテー
マにした大規模な展覧会が相次いで開催されている
ことや，現代の文化摩擦と宗教が深く関わっている
ことからも納得できるだろう。また今回詳しく触れ
なかったが，サンタ・マリア・アンティークァやサ
ン・ステファノ・ロトンドなど長期にわたって修復
と調査が行われてきたモニュメントが作業の完了を
迎えつつあり，最新の調査結果に基づくモノグラフ
の刊行が待たれる。聖年から10年以上が経過して，
初期中世ローマへの関心はさらに高まっていくだろ
う。
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